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けが行き交い、まちがより元気に、

明るくなっていきます。

　地域がひとつになって催されるイ

ベントでますますきずなを深め、魅

力を増していく魚崎なのでした。

　今回で8回目を迎えたうおっこ

ワーキングタウン。

　当日の朝、メイン会場の魚崎児童

館前には“うおっこ”たちの行列がで

き、はじまりは今か今かと心待ちの

様子。そして迎えた開場とともに、

子どもたちはハローワークコーナー

へ向かいます。ここでパン屋や郵便

局、交番などたくさんの仕事の中か

ら自分のチャレンジしたいものを見

つけ、それぞれのブースで仕事に就

くのです。

　仕事を終えると、給料として独自

通貨の“フィッシュ”が支払われます。

そのフィッシュを手に、今度はお客

さんとしてブースを巡ってゲームを

楽しんだり、食べ物を買ったり。こ

うして子どもたちは、楽しい体験と

ともに働くことやお金の価値を学び

ます。

　消防学校では、消防隊員の姿で消

火器を使った消火訓練をしたり、交

番からはかわいい警察官が会場内を

ぐるぐるパトロールしてまわったり

と、みんなその職業になりきって働

いていました。

　福祉専門学校は「歳をとるってどう

いうこと？」をテーマに、車いす体験

やヘルパー体験ができるブース。実

際に体験した子どもたちは、「車いす

で坂を下るのは、思ってたよりずっ

と怖かった」と感想を口にし、車いす

を使う人の気持ちにすこしだけ近づ

くことができました。

　また、このイベントは地域に新た

なつながりが広がるきっかけにも

なっているそうです。ここで知り

合った子どもや大人たちがまちなか

で出会うと、自然とあいさつや声か

　八村悠月
さん（魚

崎小学校２年
生）は、

「友達と一緒
にいろ

んな仕事を
体験し

ました。パン
がとてもおい

しそうだった

から、もらっ
たフィッシュ

で買いに行こ

うかな」とと
ても楽しげ。

　母親の佐知
子さんは「子

どもの成長を

感じられるだ
けでなく、地

域の方たちと

のコミュニケ
ーションの良

いきっかけに

なっています
。子どもと地

域の大人が顔

見知りになる
ことで声掛け

が増え、見守

りや防犯にも
つながるので

はないでしょ

うか。お世話
をしてくれる

中学生の子た

ちは、小学生
の子のいいお

手本になって

いますね。今
の小学生が大

きくなったら
、

また下の子た
ちの面倒を見

るといった良

いサイクルが
生まれている

と思います」

と話してくだ
さいました。

　神戸市
環境局の

みなさん
による「

うおっ

こワケト
ン環境学

校」では
、子ども

たちに

楽しくゴ
ミの分別

について
知っても

らお

うと、ゲ
ーム感覚

で学べる
よう工夫

され

ていまし
た。

　環境局
東灘事業

所長の綱
岡さんは

「ここ

ではいろ
んなゴミ

を自分の
手で釣り

上げ

て、分別
する体験

ができま
す。子ど

もた

ちにゴミ
の分別や

環境への
気配りを

学ん

でもらう
ことが目

的ではあ
りますが

、私

たちにと
っては、

日ごろ直
接ふれあ

うこ

との少な
い地域の

みなさん
とコミュ

ニ

ケーショ
ンがとれ

る貴重な
機会でも

あり

ます。こ
のイベン

トを通し
て、地域

のよ

りよい環
境づくり

に貢献で
きればと

考え

ています
」と話し

てくださ
いました

。

　魚崎地域で民生委員をされている長谷川
さんは、第1回目の開催から関わってこら
れました。
　「このイベントのはじまりは、当時の児
童館長の発案がきっかけでした。もともと
魚崎は人のつながりをものすごく大切にす
る土地柄で、当初から地域のみなさんや事
業者さんが開催に向けていっしょに頑張る
やり方は今も変わっていません。イベント
を通じて、子どもたちだけでなく、大人も
含めた世代を越えたつながりが魚崎のまち
に広がることを願っています。昔ながらの
近所づきあいの復活というか、今の時代に
合った人のつながりが、このイベントを
きっかけに生まれればいいなと思います」
と話してくださいました。

地域で楽しく社会の仕組みを体

パンのお買い上げありがとうございます！！
　　ただいまふくろにお入れしますね。

僕らが、まちの安全を
しっかり見守るから、
みんな安心してや！

上手に
つくれる
かな？

　昨年12月、東灘区の魚崎児童館で開催された「うおっこ ワーキングタウン」。このイベントは、子どもたちが体験を通じて社会
で働くことやお金の価値を楽しく学ぶことができるとい うもの。今回は、児童館を中心に、魚崎地域の地元関係者や事業者が
つどい、企画から当日の運営までを、地域がひとつになっ てつくり上げる手づくりイベントに密着しました。

験！「うおっこワーキングタウン」
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発達がゆっくりなお子さんと保護者の　
　とステーションJidoukan-Cafe

　遊びを通じて、子どもたちの元気な育ちを応援する児童館。神戸市内に数あるなかで、地域の中核
的な役割を担う拠点児童館には発達がゆっくりなお子さんとその保護者の方が “ホッ ” とひと息つけ
る居場所「J-Cafe」があります。今回は、そのひとつである北区の有野児童館でお話を伺いました。

　「J-Cafe」は、児童館の一室を活用した発達がゆっくりなお子さんと
その保護者の憩いの場。特別なプログラムはなく、気軽に立ち寄って思
い思いのひとときを過ごすことができます。
　児童館のスタッフが見守るなか、リラックスしながらお子さんと遊ん
だり、ほかの親子との交流を深めてほしいとの想いから始められた取り
組みです。

ご一緒した 2人のお母さんにお話を伺いました
　「私たちの子どもは近くの施設でお世話になっているのですが、これま
ではお互いに顔は知っていても挨拶を交わす程度のお付き合いでした。
ずっと親同士のつながりがほしいと思っていて、なにかきっかけがない
かなと考えていたときにこの『J-Cafe』でお会いし、仲良くなりました。
同じ悩みを抱える人とつながることができたことで、相談しあったり、
笑いあったり、ときには涙ながらに不安を打ち明けて共感しあったりと、
気持ちの面で支えあえる関係が生まれました。もっとたくさんの方にこ
こを知ってもらい、つながりを広げていきたいですね。」

この日は昔話に花が咲きテーブルを囲むみんなで大笑い。
部屋中に笑い声が絶えない一日でした。

「 せ っ か く だ か ら
もっと楽しい時間
を」と、都築館長
のアイデアで、新
年に抹茶が振舞わ
れました。

　今回紹介した有野児童館のほか、市内各拠点児童館
にも「J-Cafe」があります。
　ぜひ、お気軽にお越しいただき、リラックスしたひ
とときをお過ごしください。
※�実施日時は平成29年4月1日からのものです。平成29
年3月31日までの実施日時は各館へお問合せください。

J-Cafe のご案内

ホッ

魚崎児童館　水曜日　10：00 ～ 12：00

原田児童館　　	 　　10：00 ～ 12：00

有野児童館　火曜日　10：30 ～ 12：00

細田児童館　火曜日　13：00 ～ 14：30

落合児童館　水曜日　10：00 ～ 12：30

小束山児童館　木曜日　13：00 ～ 14：30

有瀬児童館　木曜日　13：00 ～ 15：00

TEL078-453-2662

TEL078-801-5205

TEL078-987-2010

TEL078-612-3797

TEL078-791-7644

TEL078-795-4789

TEL078-974-6318

～実施日時～

　拠点児童館では発達が
ゆっくりなお子さんと保護
者に向けて様々な支援に取
り組んでおり、そのひとつ
が「J-Cafe」です。
　発達がゆっくりなお子さ
んは、それぞれ遊び方や元
気の度合いに個性があり、
保護者の方もそれらについ
て独りで思い悩み、抱え込
んでしまうことがあります。

　そんな方にこそ、この「J-Cafe」にお越しいただき、
ご自身の子育てに向き合えるきっかけとなれば嬉しい
です。

神戸市立有野児童館
都築 智枝子 館長

月２回金曜日
月２回土曜日
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神戸新聞社
神戸新聞パートナーセンター
マーケティング室
網本　直子 さん

広島県出身。
すきっぷの担当は 2 年目。サイトの管
理業務のほか、会員や登録グループと
のミーティングの調整、イベントの企
画など、裏方の立場からすきっぷの運
営を支えています。
ご自身も小学 5 年生のお子さんがおら
れ、仕事と子育てともに奮闘中です！

Q. すきっぷについて教えてください
　すきっぷは、弊社が取り組んできた子育て応援プロジェクトの流れをく
んで立ち上がった情報発信＆交流サイトです。3 つのコーナーを通じて、
ユーザー同士だけでなくプロジェクトに協力してくださる大学の専門家や
子育て支援団体ともつながりあえることが特徴です。

　神戸新聞社は 2003 年、みんなで支えあえる地域を目指す子育て応援プロジェクト「すきっぷ 21 みんなの子育て」
を立ち上げ、これまで様々な活動に取り組んできました。子育てを取り巻く環境が移り変わるなか、2015 年 11 月
には子育て応援サイト「すきっぷ」を新たに開設。地域から孤立した子育てが課題となるいま、Web を活用した子
育て世代のつながりづくりに挑戦しています。今回は、その担当者である網本さんにお話を伺いました。

福祉の
まちづくり

すきっぷの会議風景。こどもたちと
いっしょに、親子で参加する方も。

Q. お仕事のうえで大切にしていることは？
　私にも子どもがいて、子育てって本当に大変だなぁと思うんです
けど、ネガティブに「子育ては大変なんだよ」とは言わないよう心
がけています。失敗を繰り返しながらも前向きに頑張ることが私の
子育てのモットーですが、すきっぷを利用される方にも、同じ気持
ちで頑張っていただけるような情報をお届けしたいですね。

Q. 網本さんから見て、すきっぷの良いところは？
　子どもが手のかかる時期には、私も Web で情報を集めた経験があ
ります。でも、どれを信じていいのかわからないので不安なことも
しばしば。その点すきっぷでは、会員さん同士の情報交換や専門家
からのアドバイスをもとに情報収集ができるので、安心して利用で
きると思います。
　また、「聞いて＆教えて」のコーナーでは、例えばお出かけ先の相
談をしたときに「ここはベビーカーでは大変だよ！」とか「お手洗
いが近くにあるので安心です」といったパパ・ママならではの情報
があったり、お悩み相談のときに答えはなくても「大変だよね」と
共感してくれる人が見つかったりすることも子育ての励みにつなが
ると思います。

Q. 今後の目標や展望についてお聞かせください。
　すきっぷ自身がまだ生まれたばかりなので、会員さんといっしょ
により充実したものへと育てていきたいです。交流会などリアルで
つながる機会を増やしたり、プレパパ・プレママのほか、子育てを
終えた方にも参加いただける仕組みなんかも考えたいですね。
　この担当も 2 年目。まだまだ手探りではありますが頑張ります！

Q.�最後に、メッセージをお願いします。
　自分と子どもだけで子育てに向き合うのはとても大変なこと。頼
れる人、共感してくれる人とつながり、身近なところに居場所を見

つけてください。
　すきっぷが、そのお役に立
てるととても嬉しいです！ぜ
ひご活用くださいね！

つながること、助け合えることは“福祉のまちづくり”でも一番に大切なこと。網本さん、お忙しいところありがとうございました！
新企画「私もやっとーよ！福祉のまちづくり」では、神戸のまちで働く人たちを“福祉のまちづくり”の目線から紹介していきます。今後もお楽しみに！

ニュース＆ブログ
　地元の話題から社会の出来事
まで、子育てに関するニュース
を発信しています。ブログには、
すきっぷスタッフ自身の子育て
体験が、笑いあり涙ありで語ら
れています。

聞いて＆教えて
　子育てのお悩みなどを相談で
きるコーナーですが、ローカル
なお出かけ先に関するものが意
外に人気です（笑）。お悩みにつ
いては、専門家の方からアドバ
イスを受けることもできますよ。

おでかけ＆イベント
　子どもといっしょに楽しめる
イベント情報を発信するコー
ナーです。大型施設のイベント
から、身近なところで親子のつ
どい場を発見したりと、みなさ
んのお出かけのきっかけになる
と嬉しいです。

（公財）こうべ市民福祉振興協会 　　　TEL078-743-8092 　FAX078-743-8180 　http://www.shiawasenomura.org

広げよう!ボランティアの“わ”しあわせの村ボランティア募集
【応募方法】

①WEB： ボランティア参加募集⇒希望するボランティアページ⇒お申し込み方法
 ⇒申込フォーム入力、送信
 ※受付メールを送信します。受信可能な状態でご応募ください。
②FA X： 郵便番号、住所、氏名、年齢、希望のボランティア、
 受信可能なFAX番号を記載のうえ、下記FAX番号まで

常時募集

【社会人ボランティア】
対象：18歳以上の社会人 対象：大学、短大、専門学校生

【ユースボランティア】
日時：平成29年5月21日（日） 13：30～
場所：しあわせの村　研修館　大会議室
参加を希望の方は平成29年５月15日（月）までに上記①または②の方法でご連絡ください。

説
明
会

ネットでもリアルでも
つながりあい、助けあえる子育て環境をめざして

　とステーションJidoukan-Cafe
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レ シ ピ

社会福祉法人神戸聖隷福祉事業団　神戸光生園　  神戸市垂水区南多聞台8丁目23-15　 　☎078-784-8651　　
「美味しさ光る生き生き味噌」は、神戸光生園で開催されるミニバザー（毎月第4火曜日9：30～）か、たるみアンテナショップ（毎月第2金曜日10：00～／垂水区役所北
側ロビーにて）、もしくは神戸ふれあい工房（神戸市役所2号館1階）にてお買い求めいただけます。

美味しい！かわいい
！福祉のお店

社会福祉法人神戸聖隷福祉事業団　

神戸光生園
　垂水区にある多機能型施設神戸光生園は、日頃は知的障がい者の
就労や社会参加を支援する施設です。同施設で近年じわりじわりと
注目を集めているのが施設のみなさんがつくる手づくりのお味噌。
味噌本来の味わいが楽しめると評判で、販売当初から数年来のリピー
ターもいらっしゃるほど。
　昨秋にはその持ち味を活かしたレシピ本も発行するなど、新たな
挑戦に臨む神戸光生園にお話を伺いました。

味噌づくりへの細やかなこだわり
　原料にも有機農法で育てた大豆や自家製の麹が使
用され、無農薬・無添加、塩分控えめと食べる人の
安心を想って丁寧につくられています。
　「若いひとたちにも手づくり味噌を手に取り、楽

し ん で ほ し い 」 と の 想 い か ら、
2016 年の新味噌とともに「miso 
RECIPE BOOK」を発行。料理研
究家の堀田裕介氏考案による、手
づくり味噌の持ち味を活かした 8
つのレシピのほか、味噌活用のア
イデアも満載です。

　日頃、利用者のみなさんは箱づく
りなどに取組んでいますが、そうし
たお仕事は企業様からの発注による
もの。ご依頼をいただけることはあ
りがたい一方で、「自分たちならでは
の仕事もほしい」という思いもあり、
それが味噌づくりをはじめるきっか
けとなりました。
　そうして「自分たちで一から生み
出せる仕事を」というコンセプトの

もと始めた味噌づくりですが、職員自身も経験がなく、手
探りでのスタートでした。麹の扱い方、味噌の仕込み方、
大豆の育て方などたくさんのことを一から学ぶ苦労はあ
りましたが、そのおかげもあってたくさんの方々と出会う
ことができました。多くの出会いや発見をくれたこの味噌
をこれからも大切にしていきたいです。

材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
バケット……適量
味噌バター……適量　　
　無塩バター……100g　粉糖……… 10g
　黒大豆味噌……　15g　はちみつ……4g ～

作りかた
①  バターを常温に置いて柔らかくなったら味

噌、粉糖、はちみつを入れる。
　 はちみつの量は好みで調整する。
②   5mm 厚 に カ ッ ト し た バ ケ ッ ト に 塗 り、

170℃のオーブンで 10 分くらいカリッとす
るまで焼く。

味噌づくりをはじめたきっかけは？

施設でつくられる味噌
は、仕込みや発酵など完
成に至るまでの工程をす
べて施設のみなさんが手
がけています。

手づくり味噌「美味しさ光る生き生き味噌」の名前は、神
戸光生園の施設名から名付けられたもの。
通常の大豆を使用したものと、丹羽の黒大豆を使用した黒
豆味噌の 2 種類があります。

神戸光生園
施設長�
� 吉本�ひろみ�氏

味噌バタ
ーラスク

レシピ本の発行にあわせて、味噌もお
しゃれな瓶詰めに装いを改めました。

味噌づくりを担当する利用者の松村さん。
「味噌づくりでは、豆と麹を団子状にした“味噌玉”を樽に詰
める工程で空気を入れないよう気をつけています。いつも『お
いしくなあれ』と心を込めながらつくっています」と笑顔で話
されました。

（ ）
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新神戸 須磨 明石 緑地公園
◆神戸市中央区加納町2丁目13-7 ◆神戸市須磨区千守町1丁目5-23 ◆兵庫県明石市大久保町八木486 ◆大阪府吹田市春日1丁目1-18

フリーダイヤル 70120-861-872 フリーダイヤル 70120-587-788 フリーダイヤル 70120-725-500 フリーダイヤル 70120-770-868
介護付有料老人ホームのパーマリィ・イン　お問合せ・お申込みは各施設のフリーダイヤルで（受付時間／９：00～17：00）　ご見学は随時受付中  http://palmaryinn.com/

シニアだからこそ、上質の生活クオリティを

北野町・異人館街に佇む
シティホテル型ホーム
北野町・異人館街に佇む
シティホテル型ホーム

お屋敷街・須磨寺に凛と佇む
ハイグレードホーム
お屋敷街・須磨寺に凛と佇む
ハイグレードホーム

目の前に穏やかな海が広がる
リゾート感覚ホーム

目の前に穏やかな海が広がる
リゾート感覚ホーム

大阪都心へ一直線
豊かで安心のハイセンスホーム

大阪都心へ一直線
豊かで安心のハイセンスホーム

ご寄附をありがとうございます。ご寄附をありがとうございます。～みなさまの善意を神戸市の福祉活動に役立てます～
※寄付をしていただいた個人・法人は、所得税・法人税の優遇処置が受けられます

【善意銀行】平成28年10月～平成29年1月末 
善意銀行では、金銭・物品のご寄附を「金銭口座」と「物品口座」にお預か
りしています。〈敬称略。ご承諾をいただいた方のみ掲載しています〉

金銭口座：����瑞乃会、岡本�尚彦、
あおぞら陶芸ボランティア連合会、匿名４件

物品口座：�株式会社みなと銀行、岡本株式会社
金銭口座：�神戸六甲ポートライオンズクラブ
物品口座：�����東部在宅障害者福祉センター内放課後等デイサービス「クローバー」

神戸市児童養護施設連盟、
神戸市母子生活支援施設協議会

　生命保険協会兵庫県協会は、平成元年から
社会貢献、ボランティア活動の一環として県内
の生命保険会社の従業員から募金を募り、兵
庫県下の福祉関係機関に車両や車椅子を寄贈
されています。
　今年度は、本会を通して中央区社会福祉協
議会に車両をご寄贈いただきました。車両があ
ることで、地域からのお声を集めに行きやすく
なり、地域福祉の充実が更に図れることを私た
ちも喜んでいます。その感謝の気持ちを込めて、
本会から理事長感謝状をお贈りしました。

一般社団法人生命保険協会兵庫県協会様より福祉巡回車両をご寄贈いただきました

　6,434人もの尊い命が失わ
れた阪神・淡路大震災から22
年目を迎えた1月17日、中央
区東遊園地で「1.17のつど
い」が執り行われました。この
日は早朝から多くの遺族・被災
者をはじめとする市民が集い、
鎮魂の祈りをささげました。

　市立総合福祉センターの耐震工事のため、市立心身障害福祉
センターに移転しておりましたが、耐震工事の終了に伴い、市
立総合福祉センターへ再移転します。
移転後サービス開始日：平成29年2月27日（月）
※2月11日（土）～26日（日）は休館させていただきます。
移転先住所：神戸市中央区橘通3-4-1神戸市立総合福祉センター内
電話：078-362-2488（代表）　078-362-2477（貸出）
ＦＡＸ：078-362-2466

神戸市立点字図書館の再移転について

●�リオ・デ・ジャネイロ　パラリンピック水泳日本代表
笠本明里選手をお招きし、お話を伺います。

3月11日（土）　13：30～15：00 
【講演者】株式会社大塚商会／神戸楽泳会　所属　笠本明里 選手
【場所】こうべ市民福祉交流センター
【対象】興味のある方ならどなたでも　 
【定員】60名[事前受付／抽選制　2月24日締切]　【参加費】1,000円

○申 ○問 市民福祉大学
　　　☎078-271-5300　5078-271-5365
　　　E-mail:daigaku@with-kobe.or.jp

●�視覚障がい者への理解を深め、点訳ボランティアとし
て必要な知識・技術を習得します。

5月9日 ～ 9月26日（毎火／全20回）　14：00～16：00
【講師】久部幸次郎氏（関西学院大学文学部非常勤講師）
【場所】こうべ市民福祉交流センター　302教室
【対象】 原則市内在住、在勤、在学で点訳ボランティア活動を希望さ

れる方　※全回出席できる方に限らせていただきます。
【定員】30名[事前受付／抽選制　4月21日締切]  【参加費】10,000円

○申 ○問 市民福祉大学
　　　☎078-271-5300　5078-271-5365
　　　E-mail:daigaku@with-kobe.or.jp

●�映画「みんなの学校」の舞台、大阪市立大空小学校。その初　
代校長・木村泰子先生をお招きし、お話を伺います。

5月14日（日）　10：00～12：00
【講演者】大阪市立大空小学校初代校長　木村泰子氏
【場所】須磨区役所4階　多目的会議室
【対象】市内在住、在勤の方
【定員】200名[事前受付／先着順　3月1日より受付／4月28日締切]　
【参加費】無料

○申○問 神戸市須磨区社会福祉協議会
　　　☎078-731-4341　5078-733-2533
         E-mail:info@suma-shakyo.or.jp

「みんなの学校」　木村泰子氏 講演会講演会
区社協からのお知らせ

講演会 講座パラリンピアンに学ぶ！障害者スポーツの魅力 点訳ボランティア入門講座

3月～6月の催し・イベントご案内

震災から 22年。それぞれの思いを祈りに

●�発達がゆっくりな子どもとご家族を
支える専門職やボランティアを対象
に講座を開催。詳しくは4月以降の
ホームページをご覧ください。
���http://www.kobekko.or.jp/ 

【場所】神戸市総合児童センター（こべっこランド）
【対象】 子育て支援に携わる市内在住、在勤の専門職（保育士、教員、

児童館職員、福祉施設職員など）、ボランティアの方 
【定員】講座ごとに異なります[事前受付／先着順　定員に達し次第締切]
【参加費】無料

○申 ○問 神戸市総合児童センター　サポート事業係
　　　☎078-382-1300　5078-351-0684
　　　E-mail:mail@kobekko.or.jp

講座 発達障がい支援者・ボランティアサポート事業

【社会福祉推進基金】平成28年10月～12月末＜敬称略＞
寄付者：�丸山恭子、兵庫 BPSD研究会、
������������ 兵庫県NPO法人�暮しの寺子屋ライフサイエンス　中村淳子
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プレゼント
アンケートにご協力ください（応募締切：3月20日必着）
「きずな　 KOBE」第 15号はいかがでしたか？
ご覧になった感想をお寄せください。お寄せいただいた方のなか
から抽選で、下記の景品をプレゼント !

社会福祉法人神戸聖隷福祉事業団神戸光生園より
「美味しさ光る生き生き味噌」と
「miso RECIPE BOOK」のセット

神戸ふれあい工房より焼き菓子の詰め合わせ（1,000円分）

今号で紹介した神戸光生園より、
こだわりの味噌とレシピ本のセッ
トをプレゼント。
同施設自慢の手づくり味噌を、プ
ロ監修のユニークなレシピでお楽
しみください。

お名前、ご住所（〒）、電話番号、年齢、性別と希
望のプレゼント名、本誌へのご感想を明記し
て、下記までご応募ください。当選者の発表は
商品の発送に代えさせていただきます。

〒651-0086
神戸市中央区磯上通3-1-32
神戸市社会福祉協議会
「きずな・こうべ」プレゼント係へ
kouhou@with-kobe.or.jp

５名様

3名様

読者のお声

～第14号に寄せて～
VOICE

●�特集の“二人三脚”ランナーのおふたり、とても素敵
ですね。ひとりでは難しいことも、誰かの手を借り
れば、諦めずに色々なことにチャレンジできる。大
切なことを教えていただきました。�
� K.Aさん（29歳／女性）

●�二人三脚ランナーの特集も素敵で「きずな」らしさを
感じました。地元に出来た「ボヌール・ヴェール」気
になっていました。家族で食事をたのしみたいです。
� M.Nさん（29歳／女性）

●�若かりし頃、結婚式でお世話になったまちの老舗美
容室「キミ」が載っていて、なつかしかったです。丸
山会長さん、いつまでもお元気で！
� A.Mさん（67歳／女性）

●�ふふふ。北薗さん、楽しい方ですね。パラリンピッ
クは新聞やニュースで目や耳にする程度でした。今
回の記事を読ませていただいて、お名前、覚えまし
た。次はいつ、どんなところでお見かけできるのか、
楽しみにしています。� Y.Yさん（62歳／女性）

【応募方法】ハガキまたはEメールで

ハガキ

Eメール

神戸市内の障がい者施設で作られる
焼き菓子の詰め合わせをプレゼント。
中になにが入っているかは、届いて
からのお楽しみです♪
お気に入りのお菓子が見つかったら、
ぜひ店頭でもお買い求めください。

神戸ふれあい工房
マスコットキャラクター

ふわぽん


